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訃　
　

報

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す

陸
士
55　

伊
佐　

二
久
様　

令
7
・
9
・
12

陸
士
58　

平
川　

太
郎
様　

令
6
・
10
・
6

陸
士
59　

野
村　

知
治
様　

令
7
・
9
・
16

陸
士
60　

石
田　

和
郎
様　

令
7
・
1
・
11

陸
士
60　

青
山　
　

勇
様　

令
7
・
8
・
26

軍
校
7　

磯
部　

昭
一
様　

令
6
・
9
・
28

陸
経
10　

田
中　
　

浩
様　

令
7
・
7
・
12

仙
幼
47　

堀
内　

好
訓
様　

令
7
・
6
・
17

陸
自
61　

宮
㟢　

松
夫
様　

令
7
・
9
・
8

陸
自
63　

村
中　

功
一
様　

令
7
・
8
・
25

陸
自
69　

隅
本　
　

毅
様　

令
7
・
7
・
22

賛
助　
　

髙
井　

和
伸
様　

令
7
・
7
・
30

の
皆
様
に
軍
事
や
安
全
保
障
の
過
去
・
現

在
・
未
来
を
考
え
て
い
た
だ
く
上
で
興
味

深
い
記
事
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
投
稿
い
た

だ
い
た
記
事
を
よ
り
読
み
や
す
く
と
の
思

い
で
、
今
号
で
は
３
段
構
成
を
試
行
し
ま

し
た
▼
昭
和
1
0
0
年
10
月
４
日
、
自
民

党
の
総
裁
と
し
て
高
市
早
苗
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
戦
前
も
戦
中
も
戦
後
も
、
こ

れ
か
ら
も
、
政
治
状
況
は
国
民
意
識
を
反

映
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
民
の
期
待

を
背
負
っ
て
日
本
の
平
和
と
繁
栄
を
リ
ー

ド
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
▼
W

事
務
所
と
の
縁
を
い
た
だ
き
10
年
余
り
、

戦
史
や
軍
事
情
報
な
ど
に
関
す
る
沢
山
の

名
著
に
接
す
る
機
会
を
頂
戴
し
て
い
ま

す
。
リ
デ
ル・ハ
ー
ト
編『
ロ
ン
メ
ル
戦
記
』

読
売
新
聞
社
、
今
村
茂
雄
著
『
神
風
特
攻

隊
員
に
な
っ
た
日
系
二
世
』
草
思
社
、
高

木
俊
朗
著
『
ル
ソ
ン
戦
記
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
』

文
芸
春
秋
、楳
本
捨
三
著
『
全
史・関
東
軍
』

経
済
往
来
社
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
著
『
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
』

河
出
書
房
な
ど
過
去
の
戦
争
に
直
接
関

わ
っ
た
先
達
や
一
次
資
料
に
丹
念
に
当

た
っ
て
書
か
れ
た
書
籍
に
は
、
人
に
訴
え

る
「
力
」
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
▼
対
話
型

A
I
は
膨
大
な
資
料
に
基
づ
い
て
確
か
ら

し
い
回
答
を
提
示
し
て
く
れ
ま
す
が
、
そ

の
根
拠
自
体
が
事
実
の
一
部
に
す
ぎ
な

か
っ
た
り
、
特
定
の
意
図
に
沿
っ
て
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
忘
れ
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。	

（
勝
行
）

　

11
・
12
月
号
を
読
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
号
で
投
稿
い
た
だ
い
た
記
事

は
、
中
国
の
A
I
の
軍
事
利
用
、
戦
い
に

お
け
る
A
I
の
役
割
と
効
果
、
ド
ロ
ー
ン

は
戦
い
方
を
ど
う
変
え
た
か
、
進
化
を
続

け
る
国
内
開
発
の
対
艦
ミ
サ
イ
ル
及
び
自

衛
隊
行
動
規
範
制
定
の
提
言
な
ど
、
読
者

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

「
秋
の
防
衛
省
と
虹
」

撮
影
者　

榊
原
順
一　

賛
助
会
員

◦　

場　

所　

靖
國
神
社
（
昇
殿
参
拝
）

　
　

玉
串
料（
2
0
0
0
円（
当
日
申
受
け
））

◦　

�

11
時
30
分
か
ら
、
昇
殿
参
拝
を
行
い
ま

す
の
で
、
参
拝
さ
れ
る
方
は
11
時
10
分

ま
で
に
参
集
殿
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。

　
　

�

靖
國
会
館（
直
会
）参
加
費（
6
0
0
0

円
（
当
日
申
受
け
））

◦　

�

参
拝
、
直
会
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

12
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
陸
修
偕
行
社

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

遺

骨

収

集

事

業

　

令
和
7
年
度
第
1
次
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨

収
集
（
7
月
1
日
〜
7
月
16
日
）
に
元
会
員

の
柳
澤
孝
興
様
（
陸
自
71
）、
会
員
の
齋
藤

久
美
夫
様（
陸
自
90
）、が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
も
候
補
者
推
薦
依
頼
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。info@

rikushukaikosha.or.jp

ご
　
連
　
絡

10
月
の
安
全
保
障
講
座
（
そ
の
2
）
時
期

変
更

10
月
16
日
（
水
）
→
令
和
8
年
2
月
19
日（
木
）

ご
　
連
　
絡

11
月
の
近
現
代
史
研
究
会
講
座

◦　

日　

時　

11
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

14
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

◦　

テ
ー
マ　

昭
和
天
皇
と
戦
争

◦　

講　

師　

古
川
隆
久
氏

　
　
　
　
　
　
（
日
本
大
学
教
授
）

◦　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

11
月
の
安
全
保
障
講
座
（
そ
の
1
）

◦　

日　

時　

11
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

15
・
00
〜
17
・
00

◦　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

◦　

テ
ー
マ　

�

陸
上
自
衛
隊
の
兵
站
に
関
す

る
課
題
と
対
応
（
仮
）

◦　

講　

師　

池
田
孝
一
氏

　
　
　
　
　
　
（
陸
幕
装
備
計
画
部
長
）

◦　

そ
の
他　

終
了
後
意
見
交
換
会
を
実
施

　
　

�

細
部
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等　

に
掲
載
し

ま
す
。

寄

付

の

ご

紹

介

　

石
井
清
英 

様　
（
賛
助
）	

五
万
円

　

河
野
一
敏 

様　
（
普
通
）	

二
万
円

　

宮
内
孝
美 

様　
（
賛
助
）	

五
千
円

　

偕
行
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ 

様	

二
万
円

新

春

賀

詞

交

換

会

◦　

日　

時　

1
月
8
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

11
・
00
〜
13
・
30

事

務

局

だ

よ

り




